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駅
西
口
エ
リ
ア
の
ま
ち
歩
き

を
し
て
み
る
と
、
歴
史
的
な
建

築
物
や
博
物
館
、
き
れ
い
に
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
た
お
店
な

ど
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

す
。
こ
の
場
所
に
ま
た
行
き
た

い
と
思
え
る
場
所
に
し
て
い
く

た
め
に
は
、
居
心
地
の
良
い
空

間
づ
く
り
と
人
の
つ
な
が
り
の

創
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
ず
、
魅
力
的
な
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
に
は
「
ま
ち
な

み
や
建
物
な
ど
の
モ
ノ
」「
お

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
コ

ト
」「
ま
ち
を
愛
す
る
ヒ
ト
の

想
い
」
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
ら
は
掛
け
算
の
関
係
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
ど
れ
か
一
つ
で

も
欠
け
て
し
ま
う
と
「
０ゼ

ロ

」
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
こ
れ
ら
の

要
素
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
見
つ
け
・
磨
き
・
光
を
あ

て
て
「
歩
い
て
み
た
く
な
る
」

場
所
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
考
え
ら
れ
た

ア
イ
デ
ア
を
一
つ
で
も
多
く
実

現
し
て
い
く
こ
と
で
、
歩
い
て

ワ
ク
ワ
ク
す
る
場
所
を
つ
く

り
、
自
身
の
ま
ち
を
知
り
た
い

と
思
う
気
持
ち
を
育
て
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

小
さ
く
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
新
た
な
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

一
緒
に
歩
み
を
進
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

「良いまちなみは、
　　　　   掛け算の関係でできている」

まちの魅力発見
“ 歩いてみたくなる” 古河にするために

魅力発見

ワークショップ

ワークショップ　

  市 民 の 皆 さ ん と 一 緒 に 古 河 市 の 未 来 に つ い て 考 え ま し た ！

モノ コト

一つでも欠けてしまうと全てが「０」になってしまう。

ヒト

ゼロ
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S
T
E
P

古河歴史博物館や文学館周辺が景観形成重点地区に指定されていること
を知っていますか？

幅広い世代の人たちからたくさんの回答をいただきました！

831人

古河歴史博物館や文学館などに行ったことはありますか？

歩きたくなる駅西口エリアをつくるためのアンケート回答者数

今回のワークショップで目指すGOAL

ー観光地だけではないー

行くきっかけづくり／

情報発信

景観を活かす

／整える

空き施設／

空き家の活用

訪れた人の
満足度UP/

訪れたくなる
魅力度UP

人との交流

    
「みんなは駅西口エリアのことを知っている？」

30代
以下

40～50
代

60代
以上

1年未満 1〜5年
未満

5〜10年
未満

10〜20年
未満

20年
以上

なし居 歴

人

TOTAL

Q

Q

50代(192人）

68人／30.2％ 160人／40.8％ 104人／48.6％

157人／69.8％ 232人／59.2％ 110人／51.4％

6人 13人
42人

27人 33人 50人 41人

432人

179人
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70代(81人)

60代(125人)

20代(83人)

30代(132人)

40代(200人) 

10代(10人)80代(8人)

知っている人 知らない人

ある ない居住歴と訪問者数のクロス集計

こんなことをテーマに考えてみました

歴史や趣きのある博物館周辺の認知率が若者や居住歴の
短い人を中心に少ないのが残念です。特に居住歴の短い
人に対しての情報発信が重要ですね。

りょーさん

対 象 エ リ ア が 自 分 た ち の 好 き な 場 所 に な る
自 分 た ち が 行 っ て み た い と 思 え る 場 所 に す る

ために必要なアイデアを考える

GOALに向けて進める５つのSTEP
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もっとみんなにまちを歩いてもらうためには？

・�しっかり掃除されていて静かで
気持ち良い

・レトロな感じを撮影スポットに
・この雰囲気はなかなか無い

ポジティブ ネガティブ
・�きれいだとは思うけど、わざわざ車
から降りて歩こうとは思わない

・歴史的な雰囲気はほんの一部分だけ
・魅力のアピールが足りないと思う

ウパンさん

SNSの活用が重要。私も
ライターとして参加して
いるwebサイト「koga 
note.」 で記事を書いて
アピールしたいですね。

歴史を感じながらゆったり歩い
てもらうには、明確なコンセプ
トや歩きやすい道、お休み処な
どで「歴史」をつなぐことが必
要だと思います。

ちゃんたけさん

歴史博物館周辺を
実際に歩いてみた！

歩いてみて良いところと
悪いところを出してみよう

駐車場を
分かりやすく

イベントが
あるといい

うす暗い道の
改善を

飲食店が
増えてほしい

S
T
E
P

S
T
E
P

S
T
E
P

0203

04
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今回のアイデアをこれからのまちづくりにつなげよう
は 皆さんのアイデアをもとにまちの ワ クを実施していきます

みんなが思う魅力的なまち を一緒につく ていきまし う

S T

「100のアイデアを出してみよう！」

駅西口エリアが自分たちの好きな場所になり、
　　　　　　　　　　行ってみたいと思える場所にするための

メンバーそれ
ぞ れ が 思う
「古河」の魅力
を起点に、市
民生活の質を
向上させるア
イデアやＰＲ
アイデアがた
くさん生まれ
ました！

古河の現在の魅
力と課題、それ
ぞれの想い描く
「将来の古河の
姿」を文字にす
ることができま
した。

屋外での映画等、
シェアキッチン、
空き家の活用な
ど「人との交流」
「場所の活用」
の切り口から面
白い話し合いが
できました！

まりさん

まとめ

いっぱいアイデアを出そう！
テーマ別に考えよう！
主語は「私たち」。対象は「市民」と観光客

3班に
分かれて

アイデアを
出しました

S
T
E
P

05

ゆきらこさん

みくさん

→結果、151個のアイデアが出ました！
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住所：中田２１６１−７住所：雷電町１-８３ 住所：東山田５３１０-３１２ 住所： 恩名２３４７−２ 住所：諸川２５６４ 住所：東諸川７

江戸時代後期より醤油屋や酒
問屋の商いをしてきた建物を
改修したサカカンカフェ。建
具や家財を組み合わせて作ら
れたカウンターは酒井家の歴
史を紡ぐ寄木細工のようです。

茶箱をイメージしたという黒
くシンプルな建物には、自然
に配慮した再生素材が使用さ
れています。新しさと懐かし
さを感じさせる姿には、４代
目店主のこだわりとセンスが
光ります。　

路地に入るとひときわ目を引
く板塀が見えてきます。厳
選された栗の木に亀甲名栗
（きっこうなぐり）という技
法を用いて加工した意匠の塀
からは、家主のこだわりが感
じられます。

古くから飯沼の船着場があり
交易が盛んだった恩名地区。
その地域のシンボルであり、
地名にもなっている樹齢500年
のイチイガシの古木と土蔵造
りの蔵からは、当時の歴史に
想いを馳せることができます。

江戸時代末期の1845年から
日光東街道で醤油の醸造を行
う大橋醤油店。8代にわたり
守り抜かれた諸味蔵や木桶、
酵母菌で造られる伝統の味が
私たちの食卓を支えています。

「太郎兵衛どん」と呼ばれ、
150年前からお茶農家を営む
丸太園。そこには「歴史ある
建物を維持するためには愛が
必要」と語る当主の想いが込
められています。

古民家サカカンカフェ製茶問屋 大島清吉商店 本店 大久保邸 板塀 一の木の地名に由来の古木と土蔵 大橋醤油店 お茶の丸太園

巡って楽しい

景
観

ま
ち
巡
り

Ｍ
Ａ
Ｐ

12346 5

今回取材して、地元
のまだ見ぬ景色や名
物があることを知り
ました。まだ見ぬ地
元の景色がたくさん
あることを思うとワ
クワクします！

ハヤティーさん

2

3

4
5

6

1

1011




